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Abstract：I have come to appreciate exercise for life and have pondered the question: In order to 
live a healthy and fulfilling life, how should children spend their elementary school days?In an 
effort to answer this question, and considering the popularity of the subject of physical education 
among children, I hypothesized that through physical education, children would develop more self-
respect and would come to enjoy exercising. In order to investigate the validity of the hypothesis, 
two classes were designed. Simply by exercising, it is hard to say that children’s self-respect will 
improve. Therefore, this study investigated the elements of affinity, fulfillment, and approval. Data 
were collected through questionnaires and observation.   Results revealed better relationships 
among children, an eagerness to exercise, and the development of skills. However, it was not clear 
what particular sport lead to these three improvements. The complexity of the classes conducted 
probably caused problems in the data. Finally, it was concluded that the definition and purpose of 
physical education must be reconsidered.
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どもは，男子 9 名，女子 8 名であった。その中でも男
子の A 児が 11 点，B 児が 8 点，女子の C 児が 11 点，
D 児が 10 点であった。また，ソシオメトリーの結果，




























































1 運動しているとき，友だちがはげましたり  
応援したりしてくれます。




















































?? ? ?? ? ? ? ? ?
? ? ? ?? ????






































































































































なった。また，平均点数より低い男子の A さんの 11
点が 12 点に，B さんの８点が 11 点に，女子の C さん
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親和性 ･ 成就性 ･ 承認性の三要素を位置づけた授業構
想を実践することを提唱したい。
　２つの実践から三要素を位置づけたことにより，自
尊感情の高まりが明らかになった。また，技能面の高
まりも見ることができた。このことから体育科授業を
構想していくときのポイントとして次の３点を挙げて
おく。
〇	個の多様性を授業に関わる全員が受け入れる。
〇	仲間とのかかわりで生成される思考や技能を表現す
る。
〇	仲間とのかかわりの中で差異を明らかにし認め合う。
このポイントは，体育科ということに限らず，通教科
のポイントとしても十分に通用するものであると考え
られる。
　次に，体育科という教科の特性から 2 つの実践から
育んでいきたい資質は，次のようになる。
　このように，これからの体育科学習は，学習の目的
と内容というだけでなく，資質を育成していくことを
大事にしていくことが，生涯スポーツへと繋がってい
くものであると考える。
　ハードルの授業で，リズムよく走りきるために，イ
ンターバルを３歩で走ろう，とび越すときにはハード
ルから踏切が遠くなり，着地はハードルから近い位置
にする，という知識を得ていくことも大事なことであ
るが，それ以上に，今後は資質を育成ということに視
点を当てた実践をしていくことが重要であると考える。
　このことは，国レベルでも始まっている。
　今年 3 月末，文部科学省の有識者会議「育成すべき
資質・能力を踏まえた教育目標・内容のあり方に関す
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